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論文内容の要旨

本論文は，船体縦強度解析の精密化を図るとともに，船体構造の安全性を評価するため，信頼性工学

の方法を応用し，実際に運航されている多数の船舶による調査記録を解析し船体に働く縦荷重の確率

変数としての特性を究明したものである。

第 l 章は序論であり，船体縦強度解析において考慮すべき荷重の種類およびその性質を列挙し，本研

究でとりあげる荷重すなわち静水荷重および波浪荷重の基本的な統計的性質を述べている口

第 2 章で、は静水荷重の確率変数としての特性を求めるため，実際に就航中のコンテナ船 1 0 隻.タン

カー 1 3 隻の各 1 年間の載荷記録を調査し，航海ごとの積付状態の変動による静水曲げ‘モーメント，喫

7J<, トリムの長期分布の各種統計量を明らかにしている。

第 3 章では波浪荷重の確率変数としての特性を検討しているo すなわち一般貨物船および専用船を模

したモデル船を想定し，前章で得られた実船の積付状態の変動の統計解析結果に基づき，それらの船の

積付状態を種々に変化させて波浪荷重の長期分布の形および波浪荷重の最大値分布を検討している。そ

の結果，波浪荷重の長期分布およU濠大値分布の分布のパラメータと静水荷重分布の変動係数とは密接な関係

があることを明らかにしている。一方実船の遭遇する海象の基本的な統計的性質を杷握するため，北太

平洋を航行する 35 隻の船舶の 6 年間にわたる海象観測記録を調査した結果に基づき，船どとの遭遇海

象，航行条件のバラツキから見た波浪荷重の最大値分布を求めている。乙れにより，従来の単一の海象

を想定した波浪荷重の最大値分布では分布の変動範囲が過少評価となる乙とを明らかにしている。

第 4 章で、は静水荷重と波浪荷重の和である全荷重の確率度数としての特性について検討している。す

なわち，前章で得られた実船の記録に基づいた静水荷重と波浪荷重の統計結果を用いて全荷重の長期分
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布の形，最大値の分布について理論的に究明し，一般貨物船および専用船の縦強度に対する荷重条件に

ついて考察している。

最後に以上の研究成果をまとめて結論としている。

論文の審査結果の要旨

本論文は，船体の基本的強度である縦強度に対する安全性を精度よく評価するため，船体縦強度の信

頼性解析における荷重の確率変数としての特性を，多くの実船による記録に基づいて理論的に研究した

成果をとりまとめたものである。

船体の縦荷重として，これを静水荷重と波浪荷重とに分け，それぞれの荷重に対して統計的特性を検

討している。

静水荷重は静水中における船体の重量分布の不均一性に基づく縦曲げモーメントであるが， これに関

する統計的資料は極めて少なし従来は単なる推定値を用いることが多かった。それ故多数のコンテナ

船およびタンカーを対象船に選び それらの積付状態の調査結果を解析し それぞ、れの専用船の静水曲

げモーメント，喫水およびトリムの長期分布を求めている。

波浪荷重は波浪のみによる縦曲げモーメントであり，乙れは積付状態の変化に対応する船体運動の変

化によって変動すると共に 遭遇する海象および航行条件によって大きく変化する。積付状態の変化に

対しては，前に求めた統計解析結果を用いて検討し実際の積付状態の変動範囲では，その変動が波浪

曲げモーメントの長期分布に与える影響は小さく，波浪曲げモーメントの最大値の推定には標準的な積

付状態を想定しても大きな誤差が生じない乙とを確認している。

一方遭遇海象および航行条件の変化による影響については，同一海域を同一期間航行した多数の船舶

の調査記録を解析し気象現象の変動や船ごとの航行条件による差が大きく，海象を単一の母集団では

表現できないことを明らかにしている。そのため，乙のような現象を表現できる母集団モデルを考え，

波浪荷重の最大値分布を推定し，従来の単一母集団を仮定した波浪荷重のそれとを比較している。

最後に静水荷重と波浪荷重とをそれぞれ確率変数として取扱い，この両者の和である全荷重について，

その長期分布の形，特性極値および最大値の分布等の検討を行ない，全荷重の確率変数としての特性を

明らかにしている。

以上のように，本論文は船体に作用する縦荷重の確率変数としての特性を究明し，これと最近になっ

て急速に進歩した船体構造解析法とを用いることによって船体縦強度の信頼性および安全性を極めて精

度よく評価できることを示したものであり，本研究成果は船体の安全性の検討および船体構造設計上貢

献するところが大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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